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論文内容の要旨
澱粉工業にはグルコアミラーゼは必須の酵素として重要な地位を占めている。本論文は糸状菌のグル
コアミラーゼの作用を，酵素純度，基質と生成物の構造，酵素の構造の 3 点から詳細に研究したもので
ある。
第 1 編第 1 章では Aspergillus mger と Rhizopus delemer のグルコアミラーゼを精製し， αーアミラー
ゼやホスファターゼが検出できない状態まで純化した標品はいずれも澱粉を完全分解できず，高分子の
限界デキストリンを生じることを見出している。これらの限界デキストリンの構造を解析して，澱粉中
のりん酸エステルがグルコアミラーゼの作用を妨げることを明らかにしている。
第 1 編第 2 章では R.delemerのグルコアミラーゼの 3 成分について多型の成因と構造，性質の差違に
ついて検討している。その結果，固有の成分 (GIII) が粗酵素標品中に混在するプロテアーゼ，グリコ
シダーゼによって限定分解を受けて他の 2 成分 (G 1 と G 11) に変化したこと，また GIII上には触媒部
位とは別に高分子基質に対して高い親和性を持つ部位(澱粉結合部位)が存在すると推定している。 G
Eをキモトリプリシンで限定分解するモデル実験から多型の形成と澱粉結合部位の存在を証明する結果
を得ている。
第 2 編第 1 章では生澱粉を強力に分解する酵素生産菌， Aspergillus sp. K -27株を分離し， α ーメ
チルグルコシドを加えると酵素生産が倍増すること，および通常困難とされている生根茎澱粉も速やか
に分解することを示している。その強活性はK-27株がプロテアーゼの生産性が低く澱粉結合部位が保
全されやすいからとしている。
第 2 編第 2 章ではK-27株の生産するグルコアミラーゼと α アミラーゼを高度に精製し，その基質
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特異'性について検討している。さらに生澱粉分解には，グルコアミラーゼが主役であり， α ーアミラー
ゼは分解反応を相乗的に促進すること，および澱粉結合部位が関与している可能性を示している。
論文の審査結果の要旨
本論文は工業的に重要なグルコアミラーゼの構造と，その澱粉とくに生澱粉にたいする作用を，完全
に精製した酵素を使用して研究したもので次のような重要な成果を得ている。
(1) 従来グルコアミラーゼは澱粉を完全に分解できると信じられていたが，完全に精製した Aspergillus
mgerのグルコアミラーゼ，およびRhizopus delemer の 3 種のグルコアミラーゼは完全分解できないこ
とを明らかにし，従来の結果は混在する微量の α アミラーゼなどとの共同作用によるものであること
を証明している。
(2) 完全に精製したグルコアミラーゼが澱粉を完全に分解できない原因は澱粉分子中のグルコース残基
の 6 位または 3 位にりん酸エステル化されたものが存在するからであることを明らかにしている。
(3) R. delemer は 3 種のグルコアミラーゼのアイソザイムを生産するが，その 1 つ GIII から分子量8000
のペプチドと糖鎖が切除されてGI が生成することを認めている。 G 1. GII. GIII は低分子オリゴ糖
に対する活性は殆んど変わらないが，高分子の澱粉や生澱粉に対する活性は GIII は他に較べて逢に大き
いことから， G IIIがプロテアーゼやグリコシダーゼによって部分分解を受け，切除された部分に「澱粉
結合部位」と名付けたサイトが存在することを推定している。
(4) 生澱粉に強力に作用する酵素生産能を有する Aspergillus属菌を分離し，生澱粉分解の主役はグル
コアミラーゼであること，グルコアミラーゼの作用を α アミラーゼが相乗的に促進することを見出し
ている。
以上の成果は生澱粉の酵素糖化に対して多くの基礎的知見を与えており，澱粉工業ならびに酵素学に
貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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